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第 10回 全国 国立 大学病院集 中治療部協議会

日程

平成 7年 3月 2日 (木 )
東京医科歯科 大学 医学部大会議室 (C棟 1階 )

14:00 開会

日程 。議事録
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1.議 長挨拶
2.当 番校病院長挨拶
3.文 部省挨拶
4.議 事

16:00閉 会

議題

ゾ浴7″
多

1。 国立大学集中治療部、 モデル

ジ銘り
σttυ移
2.保 険・ 診療枠 の拡大

3.集 中治療部の整備 (人 員増 )に ついて
(香 川医科大学、 長崎大学、 鳥取大学、 信州六学、 山口大学、

鹿児島大学、北海道大学、弘前大学 )

4. 集 中治療 部助 教授籍 の設 置 にういて      (鹿 児 島大 学 )

5.当 直料支給 (2名 分 )の 要 求 につ いて      (北 海道大学 )

6.そ の他
1)集 中治 療部 にお け る看護 の実態 と問題 点    (山 形大学 )

2)薬 剤師 の集 中治療部 に関わ る業務 につい て   (鳥 取本学 )`
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文 部省 高等教 育局 医学教育課大学病 院指導 室長    高 杉  重
東 京医科 歯科 大学 医学部付属病 院長         大 島  博幸

事 務部長        山 口 建太郎
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(群 馬大 学・ 国元 副部長 )

(群 馬大学、 弘前大学、 長 崎大 学 )
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第 10回 全国国立大学病院集 中治療部協議会 出席者名簿
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第 10回 全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名 :  弘前大学

議 題   集中治療部での保険診療枠の拡大

提案理由

集中治療部では、重症患者の治療のため、薬flliの 高い薬剤を使用することが多い。

しかし保険診療 11ではなんら優遇措置は受けておらず、一般病棟、 般開業医と変
わる所がない。曖症忠者を扱う集中治療部での使用薬剤のよt準が ・般り‖業医と同等

に査定されるのは|11題である。保険診療 Lでなんらかの配慮が得られるよう働きか

けが必要と考えます。

また査定額が集中治療部の予算の減額を招くことがあるので考慮いただきたい。

1.議題は、一題ごとに別葉でお願いします。

2.議題がない場合も、その旨回答をお願いします .
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第 10回全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名 :    長崎大学

題

保険診療の拡大

提案理由

査定基準が一般病棟と同じ

1.議題は、一題ごとに別葉でお願いします.

2.議題がない場合も、その旨回答をお願いします。
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第 10回 全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名:  香川医科大学

議   題

集中治療部への臨床工学技士の配置について

提案理由

集中治療技術の急速な進歩と多様化によって集中治療部で

用いられる治療機器。モニターなどの検査機器は複雑で高度な

機能を持つものが増えてきた。

これら機器の有効な利用と維持には、今や医師・ 看護婦では

対応できない。臨床工学技士の技能に負うところが大きい。

定員配置を要望する。

1,議題は、一題ごとに別葉でお願いします。

2.議題がない場合も、その旨回答をお願いします。
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第 10回 全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名 :_ 長崎大学

題

人員増

提案理由

看護婦 :病床数を増やせない

医師 :当直要員に満たない

臨床工学技士 :医師、看護婦に負担がかかっている。

事務職員 :副部長、婦長に負担がかかっている。

1.議題は、一題ごとに別葉でお願いします。

2.議題がない場合も、その旨回答をお願いします。
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第 10回全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名 : 信州大学

議  題

集中治療部の教官 (助手、医員)お よび看護スタツフの増員

提案理由

A.臨床上の理由

本学の集中治療部では

1.生体肝移植手術後の移植集中治療
2.急性虚血性心疾患に対する循環器系集中治療
3.呼吸器系疾患に対する呼吸管理を主体とした呼吸器系集中治療
4.救急部で受け入れた三次救急患者の救急集中治療
5。 開心術、開頭術などの術後集中治療

を行つており、教官数、看護婦数が常に不足している。

B.教育上の理由

教官数の不足のため、臨床教育や卒後研修を満足に行うこ.と ができない。



別 紙  1

第 10回 全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名:山 口 大 学

議   題

臨床工学技士の増員について

提案理由

各種生命維持装置が多く、そあ維持管理のため、人工呼吸器、血液透析

器、血漿交換器、大動脈内バルーンパンピング、輸液ポンプ、微量輸液シ

リンジポンプ、一人用高気圧酸素装置などがあり、これらを有効に使用で

きるよう維持管理できれば、安全で長期使用が可能となり、人件費 (臨床

工学技士)以上に節約ができると思われます。

1.議題は、一題ごとに別葉でお願いします。
2.議題がない場合も、そσ旨回答をお願いします。



別 紙  1

第 10回全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名 : 鹿 児 島 大 学

議  題 (1)

臨床工学技師の集中治療部への配置について

提案理由

集中治療部では多 くの医療機器を用いて治療にあたることがあり、

それらの保守、整備、点検等は医師、看護婦によってなされている

のが現状である。

しかしながら、本来の業務に加えて行 うことは無理があり、ぜひ

専門の技術者が必要 と考え られる。
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第 10回全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名 :  北海道大学 ____

議  題

教官定員の増員要求について

提案理由

ICUの診療においては、教官が24時間を通じて、医員の指導 0監督に当た

ることが不可欠である。現在の3人の専任教官数では、3日に 1回の24時間

勤務となる。麻酔科から助手 1名の出向を得て、多少緩和されてはいるが、常

に出向が期待できるわけではない。専任教官の増員は概算要求などを通じ、要

求しているところであるが、協議会としても文部省に対し、ICU業務の特殊

性を訴え、強く増員を働きかけていくことをお願いしたい。

1。 議題は、一題ごとに別葉でお願いします。

2.議題がない場合も、その旨回答をお願いします。
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第 10回 全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名 :  弘前大学

議  軍  集中治療部スタッフの充実

提案理由

集中治療部は教官の数こそ救急部を_上回るが、事務官、技官などコメデイカルス

タツフでは ド回る。医者と看護婦だけで複雑化する集中治療部の業務を遂行するこ

とは不可能であるので、臨床 E学技士等のコメデイカルスタッフの充実を計るべく、

文部省にお願いしたい。

1.議題は、一題ごとに別葉でお願いします.

2.議題がない場合も、その旨回答をお願いします。
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第 10回全国国立大学病院集中治療部協議会議題

1。 議題は、一題ごとに別葉でお願いします。

2.議題がない場合も、その旨回答をお願いします。

大学名 :鹿 児 島 大 学

議  題  (2)

集中治療部助教授籍の設置
凸夕翁
酔考多́移二

形 フ ラ
´

につ いて

提案理由

近年、中央診療部としての集中治療部 (ICU)の 役割はますます増大してお

り、このことは附属病院内においても臨床各科から厚い信頼を受け、漸く適正

な評価を受けているところである。

ICUに おける患者収容能力が手術計画をはじめ地域における二次救急医療

の円滑な完遂に密接な関係をもっていることはよく知られている事実である。

しかるに現時点では ICU専門医師の定員増が事実上困難であり、これを補う

ために、麻酔科をはじめとして外科系各科による医員の応援によって、人的資

源の不足を補っている現状である。

そこで次のような理由で、 ICUに救急部とは別系統の助教授籍を設置して頂

きたい。

1)各診療科を納得させる高度な専門的教育を可能にするためには、 ICUに は

講師に代わって助教授職が必要である。

2)日 頃、縁の下的な状況での専門職に生涯を捧げよ

心情的に支え、励ますためにも助教授という地位が

う

・

Ｉ

とする多くの若い医師を

CUに は必要である。
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第 10回全国国立大学病院集中治療部協議会議題

大学名 :
北海道大学

題

2名分の当直料支給の要求について

提案理由

当 ICUでは年間約400名の人室があるが、56%は 17時以降、38%は

19時以降に入室する。このような長時間手術の患者でも、その半数を翌日午

前中に病棟に帰さなければベッド回転に支障をきたす。このため、毎日2名の

医員が計画して徹夜で働き、教官 1名も、その指導監督の為に当直しているの

が常態となっている。

ICUの当直は、一般診療科の当直と異なり、実際に夜通し働いているのであ

って、当然夜勤手当、あるいは当直料が支給されるべきである。

現に看護婦職員には夜勤手当が支給されているわけで、医師にだけ支給しない

のは不合理である。この実態を、文部省に正しく理解していただき、せめて2

名分の当直料支給を協議会として働きかけることをお願いしたい。

1.議題は、一題ごとに別葉でお願いします。

2.議題がない場合も、その旨回答をお願いします。
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別  紙

大学名:出形大:う11=学 部附属病院

議   題

集中治療部における看護の実態と問題点

提案理由

当院の集中治療部は発足依頼、収容人数が4床と限られた状況で運営して

おりますが、医療内容の高度化に伴い常Iキ 10o%以上の運用を余儀なくさ
れている。看護要員の配置は院内操作により16名で業務を行っている。
業務上問題があるが、出来れば本協議会の中で実状について報告し状況の改

善などについて懇談検討出来る場を設けて欲しい。

現状での具体的な問題点は

1)人員不足にょる慢性的過労

2)施設内での感染防止の具体的な対策

3)・入退室に関わる患者との接点 (入室前後訪問)

4)看護学生に対する教育

1.

2.

議題は、一題ごとに別葉でお願いします。

議題がない場合 も、その旨回答をお願いします。
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第 10回全国国立大学病院集中治療部協議会承合事項

大学名 : 鳥 取 大 学

承合事項

薬剤師の集中治療部に関わる業務について

提案理由

今回、特定機能病院に必要な薬剤師定員の関係で、技官 (薬剤師)の増員
が認められたのは、新しい動きではあるが、IVHやシリンジポンプ・輸液
ポンプなどの調剤 (配合禁怠や副作用を含め)や感染対策と抗生剤・消毒剤
との関係などでの医薬品情報、投薬指導 (常用薬と緊急薬との関係)な ど、

薬剤師の集中治療部に関わる業務について承合したい。

1。 承合事項は、一題ごとに別葉でお願いします。

2。 承合事項がない場合も、その旨回答をお願いします。
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集中治療部における薬剤師の業務

ICUに おける薬剤の関係するすべての業務

1)ICUに おける投与薬剤の調剤

2)IvH用 調剤と医者・患者への助言に関する業務
患者各個人に必要な栄養剤必要量の算定及びその効果判定について

電解質調整

栄養調整

及び効果判定のための毎日の間接熱量計による調1定

完全な減菌操作の確保 0管理

3)輸液ポンプ、シリンジポンプによる投与薬剤の調剤に関する業務

‐    4)投 与薬剤の至適量決定に関する業務
TDM(薬 物動態モニタ)及びそのための検査試料の作製及び検査
医師への助言

TDM以 外の投与薬物の効果判定のための患者試料の作製及び検査法の調整

5)投与薬剤の副作用発現に関する観察とそのための必要検査及び試料作製

6)Icu内 在庫薬剤の管理、及びそれに付随する業務

7)薬剤に関する資料の収集、とくに相互作用と副作用の報告

8)ICu内 で投与される薬剤の practical guideの作製
例えば、抗生物質と耐性菌に関する情報、透析液の調整・管理 など

9)薬物中毒に関する資料収集と対応方法集の作製
薬物中毒原因物資の検索及び必要検査

薬物血中濃度測定ないしは試料作製
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